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イソである串が示されてゐるO.:

(.'･J酸価から遊艶脂肪酸の回収率を訂井すると約70%/

であるが/とれは酸価の少いため共の測EJtjf!訳述による

ものと思はれる.

r∴庵 括 ､

･､1･ 流下式分子蒸溜装窪でエゴ油を 10-3-1014mTh

､ ･Hg下で講溜する時は,2100ゐ初溜部分.のエゴノ-'.

･'ルは拓馬汲姥を示し,掛 軸 9fBr,達し,.t嘩 耶 ;

き部分に全エゴノールゐ60%を図枚する都が印来

た｡

2. ェざ油の∃成 分は卜.)*'レイ./であると毒入ら

れる｡

淋Wr･死に当り御指呼を蹴った石川清一教挽 御順

総を蹴り文句:ll々 御位甘を与へられた荷敵陣放教授及

㌧ び川合只｣教授に夫 厚々く感謝する｡

--文 ,.戟 ●ヽ′
く1)松城弘道 :防虫科学 15,23(1950)･

(2)褒美守 :耳化 51,115(1948) く

･右7日清一.表英字 :エ化･52,22(1'J49)

'上野誠一,小森三郎,I.,阿河利か :.エ化 52,G7

･'(1919)/

小森主部-,菊地正士.海谷謙一,新砂亮.阿河

利男 :エ化月4,225･(1951)

.(3)松原弘道 こ防虫科学 16,99,(1951)
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I._,Whenego.seedoilisdistilledbyf･TllingT

fi】mmolecularstillunderlO~3-10~4mmlJg

pressure,themaximllm COnCentration.of

egonolofthefirstfraction～at2100isfJ

timesasmuchastheoriginaloil,andmo-

reoヽ℃r,60% oF.totalegonolis rccoI'crcd

lrom the･partsof●higl一･conccntration･

2･Theprln-elPal constituentofegosccd oil

isdiscernedtobetriolein.

Ontllel∈nockI)ownEffectofthe.DDTPowdertothe Adultof.theC0-mmon

ⅡollSefly(MzLSCado"wsticai),wi thspecialRe_ferenceto､ItheA(ixing.ofCarrier･

Studl'esontheBlologicalーAssayqflnsecticides･ⅩlV･_Sumio N ĜナSナTv̂ ･(Takci
LaliDmtOry,InstituteforChemical,Research,一Kyoto Univcrsity･_Takatsuki,Ohsa-

h)･r- C.ivcdMay29,lps_1.I3otydや gakuI6.104.1_951.(WithilEnglishResdi鴫 107)･,■l ､

17･DDT､祝融 のイェバエ成虫を落下仰転せ しめる効力･ とくに捜体混用の問題につ

研究室)｡26.5,29受ヨ盟

･･Ⅰ. 拷 . _音

韻由殺虫剤粉体の有効度は,そこに~もちいた担体の

畦氾てこよりかなり広描団に相違することは;すで柱は

やくか■らしられているところである｡DDT粉剤の切

さきに稚'b･-したが.二5,6,7,6'今回ここにの亘ようとす

るところは,2校の担体をW:々の割合で況mした場合,

有数度がどtQ)ように割 け るかをしろうとし耳おこな
つキ宍吸の結光である｡そもそも担体?瞳痴 よぎわめ

ておしく.みなそれぞれに一長一短を有していて,.粒

皮.仮比露 /分散性,流動性,附着性なt.担体の梼徴を/

し桝 -これら請性質0.㌧､ずれiこ,よL)おしく.n罪みな

かけてそ_の有効価位をきめ考べきかが間抱であるo難

剤の位m対象となる昆虫のW .･保護の対象となる動

枝物の桂W,位月け る撒粉機の柾研.､またはその-とき

の気負姦癖 字に生来する諸要因が雛 に関与す.Bか

ら,.これを-掛 こきめを与とは困雄である-｡ある咽
の担体をも.vD七軽々の率安条件を満足せしめるtとは

104 J.FFT.

むづかしく,-ためにいくつかの拘体を況坪け ることに

ノよって,これをおぎなおうとするこころみがなされて

いるか,ときに反対の結果を招来する場合もないでは

ないo雑草がこq)小実故を意図した理由Eも こうした

問返を生物試放論の見地から実随考察して.それより

担体を混用することの可否をきめようとしたちころに

ある｡

本文にはいるにさきだち.終始御懇揺なるi抑旨唱と

御援助をたまわった大野稔博士はじゃ,武田研究虫の

各位に況基の謝意を衣する次第であるが,とくに眺粥

昆虫の飼育は寺島郁雄君の努力にJより,突放の遊行と

工数班の計訊 土柴田砂田子蟻の由カに負っている｡銘記

して感謝の志を表したい｡なおまた試料を提供せられ

た AmericpnColloidCotnpanyならびに,■出明細

都株式会社にあつく鴫謝する次餌である｡~

ⅠⅠ.~実 験材 料 -

(I)供就中剤｡本実吸に使川した担体は,林田 Mi-

S'issippi地方に琵す畠･p.lntherC;cellBcntonitc
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と;本邦北恥泣後;L三郎対内に珪する lWanaiIlepto.-

r)iteのふたつで,これをあらかじめTylprの放準臥

325mcshを凪過やしめたのち,用地七をもって8:0,

6:1,2:1,I:1,1:2,I:5,0:6の7段階に況合した｡これ

らを1r雌 とするA L)'-7)DT(mp1070-1080)粉剤の

馴矧こは.7)eniolを鞘内とするy;yl'rtnY･況令状を採用し.

miiiL比5%の粉剤とした｡いまかt)にこれらにたいし.

A,T3.C,D,E,F,Gの符号をあたえて区別するこT と

する｡一ここにもちいた粒体は,ともに非膨潤性のben-

ton.･teに町 ,水巾q y,てはすふやかに靴掛す･る

那,Ll'tて比較す こならば Ⅰ､Vanai13er)tot-iteの方

が Panther.Creekl3entoniteより若干の膨潤性を

布ナるもののようi:･･ある｡

(2)供試昆虫｡控鮮魚作のもとにおいて飼育した羽

化後4～5m'のイ-Jl'ェ M LLSEadomest'.caL.をもち

いた｡tの飼市灸r,トはすでに長沢 ･法財 'によってし

ろされたところとはほおなじである｡

Ilt. 実態装置と方法

'突放雑記.方法ともに,すでに長沢 偶 野】0)によっ

てしろされたところと,-轍粉Liを0.1g とした以外ほ

とんどおなじで,昭和26埠2月初旬,氾姥約200内外

にたもたれた恒温室中でおこなった｡

lV∴ 実輸 結 果

各粉剤の処理時間(T)と致落下仰按虫数率(Ŷづと

'?閑旅を表示すると約1米のごとくである｡

Ⅴ. 考察と結論 _

考察を容易ならしめる手段として,lまず約一1求の開

学 節 16 班

..係を ImssI'2)の prohit犯免状によっ<.その間

L 招方程式､yh-5+bd(i-fe)にもとめると仇2･yiのごと

くである｡こ与7:'fcは小火IlTlで致洋下仲原dl放申分

布血税のモードの位の対数.その逆対数Uげ C〒log-1

アnは小火致落下仰庶時m b.は致落下仰街能率.す
∫

なわちもとむる同府厄税のlrJ係数で/その道紗 1/hQ

=qeは変換された拭抗性の正規分布曲娘の斑を準例進

である｡なおこれを図示したのが節 1図である｡節 1

図にしあした-聯の回燭直税部をみると大体すべてが

平行とみ-なしうる柁取こならんでいるから:即 'l･同税

-の比較は任意の一点をもってすればことたL)るはずで

ある｡そこで訴訟が瓜少である.TPN-LW の.L.I:Lをとっ

て,2位の担作の況mの克;3,双をif3･1.･:!11る土ととする｡

まず茄1図Iとしめさオ統 一聯のP]相投群をみると,

Table2.Characteristl'csofthetime-knock

do､vnregression･iso･C.1rrriers.

況合した的1体をもって訓処した,P'L･-DDT5%粉剤の

l瑚Lf卜致箔下仰揺出放牢等1rl維回濁班は. いずれもm

作おのIo･'のを もちいた粉剤 のt>めす時間-放落下仰冨

Table1.TimeT(min.)-percentknockdoせnYh,(70')tal)leofthe
commonhouseflyhythe5%タ,?'-DDTpowderspreparedlyith'P.lnthcr

_creekBentoniteandllVanaiI3entoniteillVariousratiosofmixing.

Codeletter

Mixingratio
of

いvocarriers

Pantller
Creek

Tlentonite
一IWanai
Bentonite

､Numl)erofexperiments

Numberofindividuals

E J F ) G

:I --I_i ÷ ｢

悲

出数牢等担体回田紋の外に

は山でいない｡すなわち二

新を汀邑mすることによっ七,

･i;jJJJtlヱ攻がみられたとして

.ち.叩川した艮成抗のもの

(G)の効力よりす ぐれた結

-架をしめさず,反対た況川

したことによって拙抗1LT敦

ににた形がとられたとして

も.効ノ)のすくない州のm
m粉剤のそat,(A)よl)おと

る結兜をしめすことがなく

･いずれにしてもその現象は

わずかであるといえ′る｡妨

L等･表の中央致落下仰菰時間

指数またはその逆対数倍で

ある中央致落下仲原時間を

メ /みても,担作を況mした､粉

剤l!,C,D,E,Fのしめす
･数鰍まAよりもおゝきくな
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Fig.1.Time-knockd(lwnregressioniso-carriers.

く.また G のそれよりもちいさ,くなく,おなじこと

を数肌をもって説明することができ争｡

つぎにこの数仙 まA.から七 にうつ引こしたがって

Ilh'快にJTデかづつ城少していて.お よゝそひとつの独

上にならんでいるようにおもわれる. そこで Ifor主-

L;lil4'かしめした述合作川の試売方式に準じて.弼

1.姐に■l吹放諮1.-仰転時間指数をとり.横軸I.=丙担体?

況分'.肌合,すなわち鰯 2図にみられるように,家郷こ

PllntherCreekI3en!oniteを担体とする粉乳 右側

に IIYanailientoniteを担体とする粉剤をとE),そ

のあいだの点は二者の況合剤合をしめすことと:Lで=.′′
水の関係をグラフIこえがき.その地軸の軽質を披討す

ることによって二者の相互作用詞陣をかんがえてみる

tととする｡

R●lLti▼● ▼olttJneOfPANTHERCREEJ(BENTONITE

-Time.(T)mirL

Rel■tiye▼
○
)

um○○FIWANAIBENTONITE.
(V)

Figi2･Explor
ing
,
chartofjointaction

hetweenPantherCreekPento
ilite

_
㌧-andlwanaiBentonitecarriersin

5%p,p
'二DDTpowder･

m2回においてPanthericree
.
kBentoniteのみを

Pl
.
体とす争L･,P'-DD
T5%粉剤の中央致落下仰伝時

r川指数tlwailaiI?entoniteのみを担体とするや･.?
'

-DDT5%粉剤の中央致落下仰庖時間指数の2点をむ

すんでひかれた直税は,
中央放落下仰麿虫敷革同位相

..
i(氾
い′

/-

JhockJ〇･ybP･･C･nt点e,(㌔)

Levelof50per
t
Centknockdownであって･
粥

,､
和迩合作仙ままったくないもあとみなしうる琴似の

軌跡である｡いまかりにIwalla
iIち占ntonit占のみの

琴V
.
をかんがえで横帥ことE),
榊内こ中火放弥1--仰厄
時榊指数tをとちで,二
者の関係を方程式にもとめ.
も

-
しそ油裕形の曲脱をしめす方程式のかたちをとつや

吻合は,ふ
たつの担体を混用すること
/
によってわずか

ながらもDDTのi3姓は
.
たカ適えられたものとみな
.
してさしつかえない｡反
対t=山形の地組をしめす77-校

ーノ
式がえられた場合は,
二溝の担体を況用することによ

l
I
.
つてかえってわるい結果がえられたとかんがえること

'ができる｡そして変丑分
析法によっで2次回将胡以下

･の
必要性を校定Liもしその必密がないと
.
みとめられ

た場合は,
両者担体の混用は相郵勺にもまた拙抗的に

もはたらてことなく,
もとめた回帰弧まさきにのべた

､迎合作用等胎の軌跡に大体∵放･妨ものとみなしてさ

-
しつかえない｡
そこでまず方程式中に2攻の7Tlをいれ

たt+bpV+b'DV2-aゐ関係をもとめること,とする｡

･
その結果はi+o･10039V-0･00
905V2-al
で･
一之次回

信明の必要性を731i
三
S3,'の方掛こよって峻起した結

砦
は約3表のごと
,
くで,
その分散比は1･7
よりちいさ

い｡それ
ゆえ二者の関係は二次方程式のかたちをもつ

･
てあらわしうるものとb:んがえられ･
迎合作用等伯b)
軌跡にはirのろものとみなしえられる｡
上しとの結氷か

･らDDTの担体としてPiarlther
t:reekIl
占
ntonite

とⅠ､yanAiPehtoniteを況肝トもことは,DDT-の
有効斑にたいして和束的乃至持続的にもなんらの迎合
作畑をもたらさない●ものと結論するこt'が可能である｡
もっとも野外における他薩宰虫にたいして-この結論を



l弓i

防 虫 料 ･額 姉 16政

一__ 'T.ll)1C3.Tat)leoftheanalysis(-fvarinnccfortesting
lincarityofrelationbetweenlogtimeand vollltme
oflw.1n:一irientoniteforthedatainTat)le2.

･･lrinncc(.ueto ーITl',CCE(f:C;
三aa‡eIva,raitai:Fe

1くectilincarrclaulonbctlVeCnl
`̀andV,thelinearterm
Singlecurvaturefromstmight

line,thequadmticterm

Error

392.66667

0.42424

1.00001)

このまま流打け ることは過当でないが,す くなくと.ち

家艇mi.しての屋内-エ甥?駆除粉乳 また市会に車

けるサーン ,.TIE,ノ.lT.S',くェその他のノミエ邪の駆除の助

命には.ただちに漣nlLてまちがいなかろう｡

セⅠ 摘 要 T

PantherCreek.I3erltoniteと Ⅰ.wanaiI】entonite

とを粒々の刑合'{･況合し.-こかを的休 とするDDT粉

剤のイエ;くェ成虫にたいする致-1.K下仲宿の効力を検討 ･

したが,両者担体の況用によっては,なんらゐ迎合作

用関係をも主知の‡.TJJに'附与せしめるような械向はみ

とめられなかった｡
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. Rdsurnd

Thcwriterlusing .thecommon hotlSCLly

(MILSCadonteslicaL.),tcstcdtheknockdown

efrectoftheDT)TpowderswhichlVerePre-

pILredlylththePantherCreek13elltOniteand

IIYanaiBentonitcmixedin‥variousratios.

･ltseemsthatthese carriershave neither

synergistic norjlntagOnisticcLfecton◆̀the

toxicityofDDT.･

ReactionofBenz:eneEexachloridewi thA(etalPowder.(ThetTtilizatidn ofthe
InactivelsomTbrsofBen云eneEexachlorideII)MinoruN Ĵ<̂Z川A,K6zo lh･AGAKr

andTadasiT̂ Tr(Lal,or･itory･ofAgriculturalChelmictlls,Kyo!oUniversity)Received
May29,1(J31･Bolyu-Kagahu16,107,19･-)1(WithEnglishri.sumil上o)

18 BHCと金属粉 との反応に就て.(BHC無効成分 Z)利 用に関する新党 Il)半中島稔
桁転弘三 郎糾(京都大学段ち化学研究宣) 26.5.29受附､

DDTを 1200附淀で熱分解する際.鉄が存在する 解
とその分解速度を非常に促進せt,めるが同一条件では 100
lulCは安定であり鉄が存在しでもその分取ま拓く伏

しか促進されない叫が瀬野 されて居る｡(I),(2,然るに

ruZC粉剤を小型鉄容誰中に入れ密閉して約 1年rTul室

ー l勺に故托すると/鉄容裾の内向は劇 しく犯されて銃び,

11つ粉剤中のγ-ⅠiHCの合Liが町 FL柑 こ鉄容器のF._5.

に近い-u'分の紙も紬;越 しい21Cを謁見した｡之はγ-BtIC

が邦発し易くせ の茄如 ;才脚 の鉄と徐々に ri応 して

･分脈したと考えられるので光づ r-1mCの+'ォキす ./

Wt'液に Fc,Zn,Sn.Ctl呼の和々な金航粉を入れ300の

tTl'in祈りllこ竹箆して放m L,JJI三時J71日ETiに比の液の-

*193111'･5JJ4【7比芯化lI':大全にて充袈;節1稚:
防虫科学 15,rJ3,1950
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